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高
　

H
=
4
,
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N = 3 箇所

支承部補修工
(モルタル充填)

N= 3 箇所

支承部補修工
(モルタル充填)

高力ボルト取替工
N= 108 本

高力ボルト取替工
N= 108 本

A= 36.3 m2

地覆防食処理工
(紫外線硬化型FRPシート)

A= 36.3 m2

地覆防食処理工
(紫外線硬化型FRPシート)

塗装塗り替え工
(剥離剤+錆転換型防食塗装)

A= 498.2 m2

塗装塗り替え工
(剥離剤+錆転換型防食塗装)

A= 498.2 m2

塗装塗り替え工
(剥離剤+錆転換型防食塗装)

A= 498.2 m2

断面修復工
A= 0.008 m2

断面修復工
A= 0.008 m2

①断面修復工

②支承部補修工(モルタル充填)

③高力ボルト取替工

④地覆防食処理工(紫外線硬化型FRPシート)

⑤塗装塗替工(剥離剤+錆転換型防食塗装)

A= 498.2 m2
塗装塗り替え工(剥離剤+錆転換型防食塗装)

市道河岡日下線山本橋橋りょう補修工事

補修一般図
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縦　断　勾　配

舗 装

防 護 柵

架　設　年　次

設 計 荷 重

添 架 物

補 修 履 歴

基 本 諸 元

不明

橋　　梁　　名

路　　線　　名

交  差  区  分

上 部 工 形 式

下 部 工 形 式

橋　　　　　長

幅　　　　　員

 0  ％

鋼製高欄

なし

山本橋

河岡日下線

野本川

桁橋Ｈ桁（鋼橋）

直接基礎

Ａ2Ａ1 Ａ1

Ａ１ Ａ２

Ａ2

野本川

22.9 7 m

全幅員 4.80 m　有効幅員 4.00 m

アスファルト舗装

2014年補修(塗装塗替等)

昭和48年3月(19 73年）51年経過

橋　長 22,970

桁　長 22,930 2020

215215 支間長 22,500

Ａ１ Ａ２

G1

G2

Ａ２橋 台

正面図正面図

Ａ１橋 台 Ｓ＝１：100

Ｓ＝１：100

平　面　図

Ｓ＝１：１００

山本橋 補修一般図

側　面　図
Ｓ＝１：100

下流側

側面図（上流側) 側面図（下流側) 側面図（下流側) 側面図（上流側)
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2.0%2.0%
H－890×299×15×23

H－890×299×15×23

断　面　図　（支点部）

断　面　図　（中間部）

図面番号

図面名称

縮　　尺

製図年月日

写図年月日

米子市　都市整備部　道路整備課

令和　　　 年　　　月　　　 日

令和　　　 年　　　月　　　 日

図示（A3版は表示縮尺の1/2に縮小表示）

第　4  枚 内  1  号

・施工にあたっては、事前に現地調査として寸法確認を行うこと。

施工上の注意点

・上記調査結果より、変更が生じた場合は、監督員と協議すること。

・工事の現場着手前は、架空物件の管理者と現地で立ち合いを行い、
　工事内容および仮設方法に関して協議し、影響の有無を含め了解を得ること。



Ｓ＝１：５０山本橋 補修図その１(橋台)

上 流 側 側 面 図

下 流 側 側 面 図

Ａ １ 橋 台 正 面 図

Ａ ２ 橋 台 正 面 図

下 流 側 側 面 図

上 流 側 側 面 図

野本川

野本川

モルタル充填工

モルタル充填工

モルタル充填工

モルタル充填工

モルタル充填工

モルタル充填工

T番号　---　断面修復工①(鉄筋露出部、左官)

6
8

2 34

6
8

2 34

413300413

413 300 413

234

234

6
8

6
8

断面修復工
(左官工法タイプ①) 塗装塗替工 塗装塗替工 塗装塗替工

塗装塗替工 塗装塗替工 塗装塗替工

A2橋台 支承0302 支承0202 支承0102

支承0301 支承0201 支承0101

T1

図面番号

図面名称

縮　　尺

製図年月日

写図年月日

米子市　都市整備部　道路整備課

令和　　　 年　　　月　　　 日

令和　　　 年　　　月　　　 日

図示（A3版は表示縮尺の1/2に縮小表示）

第　4  枚 内  2  号

・施工にあたっては、事前に現地調査として寸法確認を行うこと。

施工上の注意点

・上記調査結果より、変更が生じた場合は、監督員と協議すること。

市道河岡日下線山本橋橋りょう補修工事

補修図その１(橋台)

塗装塗り替え工
(剥離剤+錆転換型防食塗装)

よって、施工に際しては、本塗装工と同基準の工法を用いること。

本塗装は、塗膜成分調査の結果、現況塗装の材料に「鉛」が含有されているため、
湿潤式塗膜除去工法を選定している。

2.素地調整(2種ケレン相当)

1.塗膜剥離剤（2回塗布）

3.防錆前処理剤　アースコート防錆前処理剤　40g/m2

4.防錆塗料　アースコート防錆塗料　100g/m2

5.防錆塗料　アースコート防錆塗料　100g/m2

7.上塗り塗装　弱溶剤形ふっ素樹脂塗料　120g/m2

6.中塗り塗装　弱溶剤形ふっ素樹脂塗料　140g/m2

鉄筋露出部
断面修復工

既
設

鉄
筋

10

B
 x

 L

プ
ラ

イ
マ

ー
塗

布

左官仕上げ
(ポリマーセメントモルタル)

はつり工(t=1cm)

平均計測深さ t=20

既
設

鉄
筋

正 面 図

【垂直横向き面】

：既設鉄筋の防錆処理部

：はつり・下地処理・左官仕上げ部



高力ボルト取替詳細図

高力ボルト取替工
M22×95　N=48本(フランジ)
M22×80　N=60本(ウエブ)

M22×95　N=48本(フランジ)
M22×80　N=60本(ウエブ)

高力ボルト取替工

M22×95　N=48本(フランジ)
M22×80　N=60本(ウエブ)

M22×95　N=48本(フランジ)
M22×80　N=60本(ウエブ)

高力ボルト取替工 高力ボルト取替工

断面図　S = 1 : 3 0
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アスファルト舗装 t=50mm

コンクリート床版 t=100～140mm

網鉄筋　6φ-150x150

プランクシート t=3.2mm

H-250x250x9x14

H-890x299x15x23

2.0% 2.0%

地覆防食処理工
紫外線硬化型FRPシート

Ｇ１ Ｇ２ Ｇ１ Ｇ２

中 間 部

側 面 図　S = 1 : 5 0
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添接箇所 種　別 寸　法

上フランジ

添接板 299×12×810

〃 115×18×810

高力ボルト M22×95

ウエブ
添接板 460×12×785

高力ボルト M22×80

下フランジ

添接板 299×16×810

〃 115×14×810

高力ボルト M22×95

添接板　S = 1 : 1 0
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上フランジ
N=24本

下フランジ
N=24本

ウエブ
N=60本

N= 24 本/箇所

N= 24 本/箇所

N= 60 本/箇所

上フランジ
N=24本

下フランジ
N=24本

ウエブ
N=60本

図示（A3版は表示縮尺の1/2に縮小表示）

図面番号

図面名称

縮　　尺

製図年月日

写図年月日

米子市　都市整備部　道路整備課

令和　　　 年　　　月　　　 日

令和　　　 年　　　月　　　 日

第　4  枚 内  3  号

・施工にあたっては、事前に現地調査として寸法確認を行うこと。

施工上の注意点

・上記調査結果より、変更が生じた場合は、監督員と協議すること。

市道河岡日下線山本橋橋りょう補修工事

高力ボルト取替工詳細図



平 面 図 S=1:50

紫外線硬化型ＦＲＰシート設置工

断面図① S=1:10

主桁内側および地覆フェースプレート

紫外線硬化型ＦＲＰシート設置工
紫外線硬化型ＦＲＰシート設置工

(本図は表面だが、裏面も実施対象)

断面図② S=1:10

主桁・リブプレート

(本図は表面だが、裏面も実施対象)
紫外線硬化型ＦＲＰシート設置工
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主桁リブプレート間隔

主桁リブプレート間隔

地覆部防食処理工詳細図

幅
 
2
4
5

幅
 
2
6
6

幅 205

支間長　22500

桁　長　22900

橋　長　22940

主桁打内側および地覆フェースプレート部　ＦＲＰシート設置延長　23817

主桁打内側および地覆フェースプレート部　ＦＲＰシート設置延長　23817

幅
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2 0 0 200

2020
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15799
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2 0 0960980980980980980980980980980980980980980980980980980980980980980960200

設計数量

　主桁内側・地覆フェースプレート部
   A1=(0.205+0.266+0.245)×23.817×2 = 34.106m2
  主桁リブプレート
   A2=(0.085×0.266)×2×48          =  2.171m2

  ΣA=34.106+2.171                   = 36.3  m2

下塗（錆転換）

中塗り～上塗り

※塗替え塗装工

※塗替え塗装工

施工要領

※塗替え塗装工
塗膜剥離(水系、2回)

※ガラス繊維入りパテを使用し、不陸を行う

※空気を出来るだけ抜きながら貼り付ける

※直射日光が当たらない箇所では紫外線

　照射器にて硬化させる

※紫外線硬化型樹脂を接合部及び端部に塗布する

不陸調整

FRPシート貼付

端部処理

FRPシート硬化

プライマー塗布

図示（A3版は表示縮尺の1/2に縮小表示）

図面番号

図面名称

縮　　尺

製図年月日

写図年月日

米子市　都市整備部　道路整備課

令和　　　 年　　　月　　　 日

令和　　　 年　　　月　　　 日

第　4  枚 内  4  号

・施工にあたっては、事前に現地調査として寸法確認を行うこと。

施工上の注意点

・上記調査結果より、変更が生じた場合は、監督員と協議すること。

市道河岡日下線山本橋橋りょう補修工事

地覆部防食処理工詳細図

 紫外線硬化型ポリエステル樹脂製FRPシート貼付図 

シート貼付工詳細図

紫外線硬化型ポリエステル樹脂製ＦＲＰシ－ト

保護フィルム(透明）

不織グラスファイバ－シ－ト

グラスファイバ－層

ポリエステル樹脂

保護フィルム（青色）

接着面

第7層目　紫外線硬化型樹脂

※紫外線硬化型ポリエステル樹脂製FRPシートはNETIS No.CB-990022-V(平成25年度設計比較対象技術)同等以上とする。

第5層目　ガラス繊維入りパテ

第6層目　紫外線硬化型ポリエステル樹脂製FRPシート

第8層目　アースコート防錆中塗Ｆ

第1層目　アースコート防錆前処理剤

第4層目　ウレタン系プライマー
第2～3層目　アースコート防錆塗料

鋼材

第9層目　アースコート防錆上塗Ｆ

※着色箇所が塗装塗替え工、斜線箇所が紫外線硬化型FRPシート設置工の範囲を示す。


